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論文内容の要旨
本論文はFe-Pt， Cu圃Zn並び、に Au- Cd規則格子合金におけるマルテンサイト型相変態を主として結
晶学的な観点から研究した結果をまとめたものである。
第 1 章は序論で，本研究の目的と意義について述べている。
第 2 章では，僅かに規則化した Fe-25at % Pt 合金における非熱弾性型マルテンサイトが L12型母相
格子の Bain変形から期待される規則格子構造を持つこと，またその内部欠陥はt 指数が 2 の特定の
11121 面上の双品であることを明らかにし，更に後者についての物理的意味を考察している。
第 3 章では，十分に規則化した Fe-24at% Pt 合金における熱弾性型マルテンサイトの結晶構造が
置換型鉄合金におけるマルテンサイトとしては類のない非常に大きな軸比を持つ体心正方格子である
こと，またその変態に伴う体積変化は非熱弾性型の場合に比べて著しく小さいこと及びその原因を明
らかにしている。
第 4 章では， Fe3 Pt組成近傍のFe-Pt合金におけるマルテンサイト変態の非熱弾性型から熱弾性型
への変化を現象論的に考察し，両者の変態の結晶学的性質における相異の中で最も本質的なものは変
態に伴う体積変化であることを明らかにしている。
第 5 章では， Cu-Zn(3相合金の形状記憶効果と密接に関連したβzH マルテンサイトが通常の 9 R(N 
9R)構造に似た積層構造を持つこと， しかし逆格子における強度分布に関しては両者の聞に著しく異
なる点があること，更にはその内部欠陥が従来の形状記憶合金におけるマルテンサイトの双品欠陥と
は異なった底面上の積層欠陥であることを明らかにしている。
第 6 章では，上記ß/' マルテンサイトの結晶構造を更に詳細に検討し， N 9 R構造における底面の積
円δAせ?
層位置が a 軸方向に少しずれた単斜晶の変則 9 R (M 9 R) 構造であることを明らかにしている。
第 7 章では， Au-47.5at% Cd合金の形状記憶効果に関連した ì'/マルテンサイトが，いわゆる
むlander 構造とは積層位置が異なる変則 2H構造であること，また本合金で稀に観察された 9R型β2F
マルテンサイトが Cu-Zn合金じおけるんPマルテンサイトと同様に変則構造であることを明らかにし
ている。
第 8 章では，特異な擬弾性効果を示す Au-50.0at% Cd合金におけるマルテンサイト変態の様子及
びt/マルテンサイトの形態を明らかにし，更にそれが内部欠陥を持たない特異なマルテンサイトであ
ることを見い出している。
第 9 章では， t2'マルテンサイトの結晶構造を詳細に検討し，それが一般の積層構造とは全く異なる
三方品構造であることを明らかにしている。
第10章は総括で，本研究の結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は形状記憶合金としても知られる Fe-Pt ， Cu-Zn並びに Au-Cd規則j格子合金におけるマルテ
ンサイト型相変態に関して主として結晶学的な観点から行った研究をまとめたもので;主な結果は次
のとおりである。
(1) Fe3 Pt組成近傍の僅かに規則化したFe-Pt合金の非熱弾性型マルテンサイトが Ll2 型母相格子の
Bain変形から期待される規則格子構造を持つことを明らかにし，鉄合金の面心立方格子から体心立
方(または正方)格子へのマルテンサイト型相変態機構においてこれまで仮定されてきた Bain変形
の妥当性を初めて実験的に証明している。
(2) 十分に規則化した上記Fe-Pt合金における熱弾性型マルテンサイトは置換型鉄合金におけるもの
としては類のない非常に大きな軸比を持つ体心正方構造であることを初めて見い出し，変態に伴う
体積変化が不規則または僅かに規則化した合金の非熱弾性型のものに比べて著しく小さいこと及び
その原因を明らかにしている。
(3) Cu-Znβ相合金における形状記憶効果と密接に関連したん庁マルテンサイトの結晶構造が，通常の
斜方晶 9R型積層構造とは異なり，底面の積層位置が a 軸方向に少しずれた単斜晶の変則 9R型で
あることを見い出し 更にその内部欠陥が従来の形状記憶合金におけるマルテンサイトの双晶欠陥
とは異なった底面上の積層欠陥であることを明らかにしている。
(4) Au-47.5 at % Cd合金の形状記憶効果に関連した ì'2 〆マルテンサイトが従来の Olander構造とは積
層位置が異なった変則 2H型構造であることを明らかにし，またAu-50.0at% Cd合金における擬
弾性効果に関連したど2rマルテンサイトが内部欠陥を含まない特異な組織と構造のものであることを
を見い出している。
以上の研究成果は，マルテンサイト型相変態の結晶学的な生成機構並びに変態に付随した形状記憶
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及び擬弾性効果の発現機構の解明にとって重要な基礎的知見を与えるもので，金属材料学上寄与する
ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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